
賛　美　

　 　「神はひとり子を」

　　 「私たちは一つ」

　　「カルバリ山の十字架」

　　「十字架のかげに」　 　

献　　金　　　　　　　　

牧会祈祷

主の祈り　　　　　　　　　　　　

聖書朗読 　　ガラテヤ書2章19節～21節　　マタエレ有子

メッセージ　　　「受難節　共につく十字架②」　関真士牧師

賛　美　　　　　「主の手にわが手を重ね」

頌栄　 祝祷

会堂礼拝とオンライン礼拝が、主の御霊によって

一つとされ共に主を礼拝いたしましょう

お知らせ

● 今週の受難節の学びは、30 日（木）　７pmです。ZOOM
のアドレスはウィークリーニュースでご案内します。また

は、関までご連絡ください。

録画は、教会ウェブから視聴できます。

● 4月７日（金）７pm　受難日礼拝です。　主の十字架を想
い、礼拝を捧げます。

● 本日午後２時　マキキ聖城教会にて「心に光を支援者
大会」があります。どうぞ、ご参加ください。

● 星野優さん、山田真也さん　　東京聖書学院に入学し
ます。入学式は4月5日10am（日本時間）です。

● 中川祐真＆靖子夫妻からのニュースレターが届いてい
ます。東京の成城キリスト教会の牧師として赴任し、新

しい道に進んで行きます。どうぞお祈りください。

● 次週の礼拝では、聖餐式が持たれます。

● 次週の礼拝後12：30pm　HCCファミリーミーティングが
持たれます。

献金

　　

　　　 風の吹くままに

▼WBC（ワールドベースボールクラシック）で、なんと日本が１４

年ぶりの優勝を果たしました。決勝の米国戦は、最後までハラハ

ラドキドキ、私は出先でラジオの音声を聞きながら、勝利の瞬間

を味わいました。

　勝負事ですから、勝者がいれば敗者もいます。しかし、本当の

勝利者とは、自分のやるべきことを100パーセントやり切った人

です。本番前の練習から本番に至るまで、ベストの力を出し切っ

た人です。

▼イエス・キリストは、一見すると敗者です。敵の謀略の通りに

十字架につけられたのですから。敵は、イエスの十字架を見て、

勝利を確信したことでしょう。

　しかし実は、勝利したのはイエスなのです。イエスは、ご自身の

救い主としての使命を果たされたのです。十字架にかかる前か

ら十字架に至るその時まで、イエスは100パーセントご自身の歩

むべき道を歩まれたのです。イエスは十字架に架けられたので

はなく、自ら十字架に架かったのです。イエスの生涯には一ミリ

の欠けもなく、御心は成し遂げられたのです。イエスこそ、真の

勝利者です。

　　私たちも、神に召された者として、歩むべき人生の旅路をベ

ストを尽くして歩んでいきましょう。ベターではなくベストです。ベ

ターは、人との比較、競争における事です。ベストは、オンリーワ

ンの自分が、オンリーワンの人生をまっとうすることです。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関真士牧師

　　　　　　　　sekishinji89@gmail.com
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2022年度聖句

あなたがたは、主にあっていつも喜びなさい。

繰り返して言うが、喜びなさい。

スモールグループの心得

心を傾けて聴こう、理解しよう、共感しよう。教えない、

否定しない、批判しない。そのままを受け入れましょう。

分かち合いのポイント

①「律法」と「律法主義」の違いを整理して理解しましょう。
その違いとは？

②私たちは肉なる者です。依然として肉の弱さを抱えてい
ます。しかし、この土の器の中に宝があります。その宝とは
何でしょうか。

③神の恵みを無駄にすること、十字架の死を無意味にする
ことがあるのでしょうか。あるとすれば、それはどのような時
でしょうか。あなたは今、恵みを無駄にしていませんか。
十字架を意味あるものとしているでしょうか。

　　ガラテヤ書２章１９節～２１節

しかし私は、神に生きるために、律法によって律法に死にまし

た。私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が

生きているのではなく、キリストが私のうちに生きておられるの

です。今私が肉において生きているいのちは、私を愛し、私の

ためにご自分を与えてくださった、神の御子に対する信仰によ

るのです。私は神の恵みを無にはしません。もし義が律法に

よって得られるとしたら、それこそ、キリストの死は無意味に

なってしまいます。

ホノルル キリスト教会

2207 OAHU AVENUE, HONOLULU, HI 96822

日本語部 事務所 ☎ (808) 973-4335

Email : office@honoluluchristian.church

　

　　 ホノルルキリスト教会 2023年3月26日

週 報

　賛美の御言葉　 詩篇 103篇 1〜2節

　わがたましいよ主をほめたたえよ。私のうちにあるすべての

　ものよ聖なる御名をほめたたえよ。　わがたましいよ主をほ　

　めたたえよ。主が良くしてくださったこ　とを何一つ忘れるな。


